評価規準表　１年「１章  正の数・負の数」(未来へひろがる数学)　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準

	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

正

の数

・負の数
	１ ０より小さい数
	　世界の気温を調べることなどから数の範囲を拡張し，正の数・負の数の意味を理解し，それを数直線上に表したり，数直線上に表された数を読みとったりすることができる。
	◎世界の気温から，０より小さい数があることに関心を持ち，負の数を数直線上に表したり，数直線上に表された正負の数を読みとろうとする。
○世界の気温から，０より小さい数があることに関心を持つ。
	◎０より小さい数は，数直線を反対方向にのばせば表せることを確かめ，数の範囲を拡張することができる。
○０より小さい数まで数の範囲を拡張することができる。
	◎数直線上に表された正の数・負の数を区別して読みとったり，正の数・負の数を数直線上に的確に表したりすることができる。
○数直線から正の数・負の数を読みとったり，正の数・負の数を数直線上に表したりすることができる。
	◎マイナス，プラス，正の数，負の数，自然数などの意味を説明することができる。
○マイナス，プラス，正の数，負の数，自然数などの意味を理解している。

	
	２　正の数・負の数で量を表すこと
	　互いに反対の性質をもつと考えられる量やある基準の量からの増減や過不足を，正の数・負の数を使って表すことができる。
	◎互いに反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を，正の数・負の数を使って表すことに関心を持ち，進んで活用しようとする。
○互いに反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を正の数・負の数を使って表そうとする。
	◎反対の性質をもつ量を正の数・負の数を使って考えることができ，自ら基準を決めて，正の数・負の数を使って表すことができる。
○反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を正の数・負の数を使って考えることができる。
	◎正の数・負の数を使って，反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を的確に表すことができる。
○正の数・負の数を使って，反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表すことができる。
	◎反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表す数として，正の数・負の数が使われていることを十分に理解している。
○反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量を表す数として，正の数・負の数が使われていることを理解している。

	
	３　絶対値と数の大小
	　絶対値の意味を理解し，不等号を使って２数の大小関係を表すことができる。
	◎２数の大小関係を，不等号を使って進んで表そうとする。
○２数の大小関係を，不等号を使って表そうとする。
	◎数の大小関係を絶対値や数直線に着目してまとめることができる。
○数の大小関係を絶対値や数直線に着目して考えることができる。
	◎ある数の絶対値を的確に求めたり，数の大小関係を不等号を使って表すことができる。
○ある数の絶対値を求めたり，２数の大小関係を不等号を使って表すことができる。
	◎絶対値や不等号を説明することができる。
○絶対値や不等号を理解している。

	２

正

の数

・負の数の計算
	１　正の数・負の数をたすこと，ひくこと
	　小学校で学んだ計算にもとづいて，正の数・負の数のたし算とひき算の意味を理解し，その計算ができる。
	◎正の数・負の数のたし算，ひき算に進んで取り組もうとする。
○正の数・負の数のたし算，ひき算に取り組もうとする。
	◎小学校での計算の意味にもとづいて，正の数・負の数のたし算とひき算を導くことができる。
○小学校での計算の意味にもとづいて，正の数・負の数のたし算とひき算を考えることができる。
	◎簡単な正の数・負の数のたし算やひき算ができる。
○簡単な正の数・負の数のたし算やひき算を，数直線を使って計算することができる。
	◎正の数・負の数のたし算，ひき算を，数直線で理解し，説明することができる。
○正の数・負の数のたし算，ひき算を，数直線で理解している。

	
	２　正の数・負の数の加法，減法
	　２数の和の符号と絶対値についてまとめ，小数や分数をふくむ正負の数の加法と減法の計算ができ，計算法則を使って，３つ以上の数の加法，減法の計算ができる。
	◎加法と減法の混じった式が加法だけの式に直せるよさを知り，計算法則が負の数をふくむ場合にも成りたつこと，３つ以上の数の加法，減法の計算などに関心を持って取り組む。
○加法と減法の混じった式が加法だけの式に直せたり，計算法則が負の数をふくむ場合にも成り立つこと，３つ以上の数の加法，減法の計算に関心を持つ。
	◎２数の和の符号と絶対値についてまとめ，加法と減法の混じった式を加法だけの式に表して統一的な見方をしたり，計算法則を用いて効率的な方法を導くことができる。
○２数の和の符号と絶対値についてまとめ，加法と減法を統一的にみることができる。
	◎２数の和の符号と絶対値，計算法則を使って，小数や分数の和や３つ以上の数の加法，減法を効率的に計算することができる。
○２数の和の符号と絶対値，計算法則を使って，小数や分数の和や３つ以上の数の加法，減法を計算することができる。
	◎２数の和の符号と絶対値のまとめ，項，正の項，負の項の用語，３つ以上の数の加法，減法の求め方，交換法則や結合法則が成り立つことなどを説明することができる。
○２数の和の符号と絶対値のまとめ，項，正の項，負の項の用語，３つ以上の数の加法，減法の求め方，交換法則や結合法則が成り立つことを理解している。

	
	３　正の数・負の数の乗法，除法
	　正の数・負の数のかけ算とわり算の意味を理解し，その計算ができる。
	◎正の数・負の数のかけ算，わり算に進んで取り組もうとする。
○正の数・負の数のかけ算，わり算に取り組もうとする。
	◎既習事項にもとづいて正の数・負の数の乗法，除法の計算を考え，その決まりを導くことができる。
○正の数・負の数の乗法，除法の計算を考え，その決まりを導くことができる。
	◎簡単な正の数・負の数の乗法，除法の計算が手際よくできる。
○簡単な正の数・負の数の乗法，除法の計算ができる。
	◎２数の積，商の決まりを，具体的な２つの数の計算をもとに説明できる。
○２数の積，商の決まりについて理解している。

	
	４　逆数と乗法，除法
	　逆数を使うと除法を乗法に直せることや，乗法の交換法則や結合法則を使って，乗除の混じった計算ができる。
	◎除法ではわる数の逆数をかけて乗法に変形したり，乗法の交換・結合法則を使って，乗法，除法の計算に進んで取り組もうとする。
○除法ではわる数の逆数をかけて乗法に変形したり，乗法の交換・結合法則を使って，乗法，除法の計算に取り組もうとする。 
	◎わる数の逆数をかけることによって，乗法と除法の混じった式を乗法だけの式に表して統一的な見方をしたり，計算法則を用いて効率的な方法を導くことができる。
○乗法と除法を統一的にみることができる。
	◎逆数や乗法の交換・結合法則を使って，乗除の混じった式を効率的に計算することができる。
○逆数や乗法の交換・結合法則を使って，乗除の混じった式の計算ができる。
	◎逆数の意味や，乗法の交換・結合法則が負の数の場合にも成り立つことを説明することができる。
○逆数の意味や，乗法の交換・結合法則が負の数の場合にも成り立つことを理解している。

	
	５　いろいろな計算
	　指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算ができる。
	◎指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算に進んで取り組もうとする。
○指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算に取り組もうとする。
	◎計算法則などを使って，四則をふくむ計算の効率的な方法を考えることができる。
○四則をふくむ計算の順序をまとめることができる。
	◎指数をふくむ式や四則をふくむ式を効率的に計算することができる。
○指数をふくむ計算や四則をふくむ式の計算ができる。
	◎指数の意味や表し方，四則をふくむ式の計算の順序などを説明することができる。
○指数の意味や表し方，四則をふくむ式の計算の順序などを理解している。

	補助教材
	ａ　数の集合と四則
	　数の拡張に伴う四則計算の可能性について考察し，数の概念について理解を深めることができる。
	◎数の拡張に伴う四則計算の可能性を進んで考察しようとする。

○数の拡張に伴う四則計算の可能性を考察しようとする。
	◎数を拡張することで四則計算の可能性が広がるという見方ができ，四則計算の可能性を広げるために数の拡張が必要であると考えることができる。

○数を拡張することで四則計算の可能性が広がるという見方ができる。
	◎ある数の集合における四則計算の可能性が的確に判断できる。

○ある数がどの集合に含まれるか判断できる。
	◎四則計算の可能性が，数の範囲の拡張に伴って広がっていくことを説明することができる。

○四則計算の可能性が，数の範囲の拡張に伴って広がっていくことを理解している。


評価規準表　１年「２章  文字の式」(未来へひろがる数学)　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準

	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

文字を使った式
	１　数量を文字で表すこと
	　画用紙の枚数とマグネットの個数などの数量を文字を使って表すことなどを通して，文字式が一般的に表されるよさを理解し，数量を文字を使って式に表すことができる。
	◎画用紙の枚数とマグネットの個数の関係を式に表そうとしたり，いろいろな数量を進んで文字を使って表そうとする。
○個数や代金などの数量を文字を使って表そうとする。
	◎文字を使うと，いろいろな数量が一般的かつ簡潔に表されるよさを理解し，表された式をそのように考えることができる。
○文字を使うと，いろいろな数量が一般的かつ簡潔に表されるよさを理解できる。
	◎個数や代金などの数量や計算法則を，文字を使って的確に表すことができる。
○個数や代金などの数量や計算法則を，文字を使って表すことができる。
	◎文字を用いることの意義を説明することができる。
○文字を用いることの意義を理解している。

	
	２　文字式の表し方
	　文字式を書くときの約束に従って，数量を文字を使って表すことができ，文字式から数量を読みとることができる。
	◎文字式を書くときの約束に関心を持ち，進んで数量を文字式で表したり，文字式から数量を読みとったりしようとする。
○文字式を書くときの約束に従って，数量を文字式で表したり，文字式から数量を読みとったりしようとする。
	◎a＋b，abなど文字を使った式が，計算のしかたを表しているだけでなく，計算の結果を表しているとみることができ，文字式がどのような数量を表しているかを考えることができる。
○文字式が書かれているとき，それがどのような数量を表しているかを考えることができる。
	◎文字式を書くときの約束に従って，簡潔に数量を文字を使って表すことができる。
○文字式を書くときの約束に従って，数量を文字を使って表すことができる。
	◎文字式を書くときの約束を十分に理解している。
○文字式を書くときの約束を理解している。

	
	３　式の値
	　文字式の文字に数を代入し，式の値を求めることを通して，文字式の理解を一層深めることができる。
	◎正の数・負の数の計算を思い出しながら，文字の値を式に代入して，式の値を求めようとする。
○文字の値を式に代入して，式の値を求めようとする。
	◎文字の値を式に代入して，式の値を求めることを通して，文字式が表す具体的な事象の意味を読みとることができる。
○文字の値を式に代入して求めた式の値から，文字式が表す数量の意味をとらえることができる。
	◎いろいろな式で，文字に正や負の値を代入して，式の値を求めることが手際よくできる。
○文字の値を式に代入して，式の値を求めることができる。
	◎代入する，文字の値，式の値の意味を説明することができる。
○代入する，文字の値，式の値の意味を理解している。

	２

文字式の計算
	１　文字式の加法，減法
	　一次式の加法や減法の意味を理解し，加法や減法の計算ができる。
	◎数の計算と比較しながら，一次式の加法や減法の計算に進んで取り組もうとする。
○一次式の加法や減法の計算に取り組もうとする。
	◎計算法則などをもとにして，文字式の計算の方法を導くことができる。
○文字式の計算を，数の計算と同じように見ることができる。
	◎一次式の加減の計算が効率よくできる。
○一次式の加減の計算ができる。
	○項，係数，１次の項，一次式の意味を説明することができる。
○項，係数，１次の項，一次式の意味を理解している。

	
	２　文字式と数の乗法，除法
	　一次式と数の乗法，除法の意味を理解し，乗法，除法の計算やかっこのついた式の計算ができる。
	◎数の計算と比較しながら，一次式と数の乗法，除法の計算やかっこのある計算に進んで取り組もうとする。
○一次式と数の乗法や除法の計算に取り組もうとする。
	◎数の乗法，除法から類推して一次式と数の乗法，除法の計算方法を導いたり，計算法則を用いて式の計算方法を導いたりすることができる。
○文字式の計算を，数の計算と同じようにみることができる。
	◎一次式と数の乗除の計算やかっこのある計算など，複雑な計算が効率よくできる。
○一次式と数の乗除の計算ができる。
	◎一次式と数の乗除の計算のしかたを説明することができる。
○一次式と数の乗除の計算のしかたを理解している。

	
	３　関係を表す式
	　等式の意味を理解し，数量の関係を等式を用いて表すことができる。
	◎等式に関心を持ち，進んで数量の関係を等式に表そうとする。
○数量の関係を等式に表そうとする。
	◎等式に表された関係を，式の形が違っていても，同じ数量の関係を表しているとみることができる。
○a＝b＋4とa－b＝4とは，式の形は違うが同じことだととらえることができる。
	◎数量の関係を，目的に応じて何通りかの等式で表すことができる。
○数量の関係を，等式に表すことができる。  
	◎等式，左辺，右辺，両辺の意味を説明することができる。
○等式，左辺，右辺，両辺の意味を理解している。

	補助教材
	ｂ　大小関係を表す式
	　数量の関係を不等号を用いて表すことができ，不等式から数量を読みとることができる。
	◎進んで数量の関係を不等式に表そうとする。

○数量の関係を不等式に表そうとする。
	◎不等式に表された関係を，式の形が違っていても，同じ数量の関係を表していると見ることができる。
○不等式が表す数量の関係を読み取ることができる。
	◎数量の関係を，目的に応じて何通りかの不等式で表すことができる。
○数量の関係を，不等式に表すことができる。
	◎不等式の意味を説明することができる。

○不等式の意味を理解している。


評価規準表　１年「３章  方程式」(未来へひろがる数学)　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準

	
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１

方程式
	１　方程式とその解
	　硬貨と貯金箱の重さの関係から硬貨の枚数を調べることなどを通して，方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味が理解できる。
	◎硬貨と貯金箱の重さの関係を等式に表そうとし，硬貨の枚数を求めることなどに進んで取り組もうとする。
○硬貨と貯金箱の重さの関係を等式に表そうとし，硬貨の枚数を求めようとする。
	◎事象の中には方程式で表されるものがあることを見いだし，その解の意味を考えることができる。
○事象の中には方程式で表されるものがあることを知り，その解の意味を考えることができる。
	◎ある数が方程式の解であるかどうかを，確実に確かめることができる。
○ある数が方程式の解であるかどうかを確かめることができる。
	◎方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味を説明することができる。
○方程式，方程式の解，方程式を解くことの意味を理解している。

	
	２　等式の性質と方程式
	　天秤の図などから，等式の性質を理解し，等式の性質を使って簡単な方程式を解くことができる。
	◎天秤の図を使って，等式の性質を導こうとしたり，等式の性質を使って簡単な方程式を解こうとする。
○等式の性質を使って簡単な方程式を解こうとする。
	◎天秤の図から，等式の性質を見いだしたり，等式の性質を使って，方程式を解く方法を考えることができる。
○等式の性質を使って，方程式を解く方法を考えることができる。
	◎等式の性質を使って，見通しを持ちながら簡単な方程式を解くことができる。
○等式の性質を使って，簡単な方程式を解くことができる。
	◎等式の性質を説明することができ，方程式を解く場合，等式の性質のどれを使えばよいかが説明できる。
○等式の性質を理解している。

	
	３　方程式の解き方
	　移項の意味を理解し，移項することによって方程式を解くことができる。また，方程式を解く手順をまとめ，いろいろな方程式を解くことができる。
	◎等式の性質をもとにして，より効率的に手際よく方程式を解こうとする。
○手際よく方程式を解こうとする。
	◎移項は等式の性質をもとにしているという見方ができ，方程式を解く手順を導くことができる。
○移項が等式の性質をもとにしていることが理解できる。
	◎移項して方程式を解くことができ，方程式を解く手順に従って手際よく方程式を解くことができる。
○移項して方程式を解くことができ，方程式を解く手順に従って方程式を解くことができる。
	◎移項の意味や方程式を解く手順を説明することができる。
○移項の意味や方程式を解く手順を理解している。

	２

方程式の利用
	１　方程式の利用
	　方程式を問題解決に利用することができ，方程式を使って問題を解く手順をまとめることができる。
	◎方程式を積極的に利用して，問題を解決しようとする。
○方程式を利用して，問題を解決しようとする。
	◎数量の関係を的確にとらえ，方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
○方程式を利用して問題を解決し，その過程を振り返って考えることができる。
	◎問題の中の数量の関係を方程式に表し，方程式を使って問題を解決することができる。
○問題の中の数量の関係を方程式に表し，方程式を使って簡単な問題を解決することができる。
	◎方程式を利用して問題を解く手順を十分に理解している。
○方程式を利用して問題を解く手順を理解している。

	補助教材
	ｃ　比と比例式
	　比の値や比例式の意味を理解し，簡単な比例式を解くことができる。
	◎いろいろな比例式を解こうとする。
○簡単な比例式を解こうとする。
	◎比例式を解く過程の式から，比例式の性質を導くことができる。
○比の値が等しいことを使って，比例式を解く方法を考えることができる。
	◎いろいろな比例式を解くことができる。
○簡単な比例式を解くことができる。
	◎比の値，比例式，比例式を解くこと，比例式の性質を説明することができる。
○比の値，比例式，比例式を解くこと，比例式の性質を理解している。




評価規準表　１年「４章  比例と反比例」(未来へひろがる数学)　　　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準

	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	補助教材
	ｄ　関数関係
	　いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけたり，表やグラフで変化のようすを調べたりすることができ，関数の意味を理解することができる。
	◎いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけようとしたり，積極的に表やグラフを使って変化のようすを調べようとする。
○いろいろな事象の中から，ともなって変わる数量を見つけようとしたり，表やグラフを使って変化のようすを調べようとする。
	◎事象の中から，ともなって変わる数量の関係を見いだすことができる。
○事象の中から，ともなって変わる数量を見いだすことができる。
	◎ともなって変わる数量の関係を，表とグラフに表すことができる。
○ともなって変わる数量の関係を，表に表したり，グラフに表したりすることができる。
	◎関数の意味を説明することができる。
○関数の意味を理解している。

	１

比例
	１ 比例の式
	線香の燃え方の実験などから，比例の関係を見いだして文字を用いて式に表したり，その変化や対応のようすを表を使って調べたり，変域を求めたりすることができる。
	◎線香を燃やす実験で，火をつけてからの時間と燃えた長さの関係から，比例の関係を見つけ，式に表そうとする。
○線香を燃やす実験で，火をつけてからの時間と燃えた長さの関係から，比例の関係を見つけようとする。
	◎2つの数量関係に着目し，変化や対応から的確に比例の関係を見いだすことができる。
○2つの数量関係に着目し，変化や対応から比例の関係を見いだすことができる。
	◎比例の関係を手際よく式に表したり，変数ｘの変域を，不等号を使って正しく表すことができる。

○比例の関係を式に表したり，変数ｘの変域を，不等号を使って表すことができる。
	◎変数，定数，比例，比例定数，変域の意味を説明することができる。
○変数，定数，比例，比例定数，変域の意味を理解している。

	
	２ 座標
	平面上の位置を表すために座標を負の数まで拡張し，座標平面に表された点の座標を読みとったり，点を座標平面に表したりすることができる。
	◎自ら進んで，座標平面に表された点の座標を読みとったり，点を座標平面に表したりしようとする。
○座標平面に表された点の座標を読みとったり，点を座標平面に表したりしようとする。
	◎平面上の点の位置を表すために，負の数まで拡張した座標を考え，座標を用いて平面上の点が一意的に表されている見方ができる。
○平面上の点の位置を表すために，負の数まで拡張した座標を用いることができる。
	◎座標平面に表された点の位置を読みとったり，与えられた点を座標平面に的確に表したりすることができる。
○座標平面に表された点の位置を読みとったり，与えられた点を座標平面に表したりすることができる。
	◎ｘ軸，ｙ軸，座標軸，原点，座標，ｘ座標，ｙ座標などの意味を説明することができる。
○ｘ軸，ｙ軸，座標軸，原点，座標，ｘ座標，ｙ座標などの意味を理解している。

	
	３ 比例のグラフ
	　比例ｙ＝２ｘやｙ＝－２ｘなどのグラフを考えることを通して，比例のグラフをかくことができ，比例のグラフについてまとめることができる。
	◎ｘの変域を負の数にまで広げた比例のグラフを明瞭にかこうとしたり，かいたグラフをもとにして，その特徴を調べたりしようとする。
○ｘの変域を負の数にまで広げた比例のグラフをかこうとしたり，その特徴を調べたりしようとする。
	◎比例のグラフの特徴やグラフをかく方法を見いだすことができる。
○比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	◎比例のグラフを正確かつ能率的にかいたり，グラフから比例の式を正しく求めたりすることができる。
○比例のグラフをかいたり，グラフから比例の式を求めたりすることができる。 
	◎比例のグラフのかき方やグラフの特徴を十分に理解している。
○比例のグラフのかき方やグラフの特徴を理解している。

	２

反比例
	１ 反比例の式

	　面積が６cm2 の長方形をいろいろつくることなどから，反比例の関係を見いだして式に表したり，その変化や対応のようすを表を使って調べたりすることができる。
	◎面積一定の長方形の縦と横の長さの関係から，反比例の関係を見つけ，式に表そうとする。
○面積一定の長方形の縦と横の長さの関係から，反比例の関係を見つけようとする。
	◎2つの数量関係に着目し，変化や対応から的確に反比例の関係を見いだすことができる。
○2つの数量関係に着目し，変化や対応から反比例の関係を見いだすことができる。
	◎反比例の関係を手際よく式に表すことができる。

○反比例の関係を式に表すことができる。
	◎反比例，比例定数の意味を説明することができる。
○反比例，比例定数の意味を理解している。

	
	2 反比例のグラフ
	　反比例ｙ＝６／ｘ，ｙ＝－６／ｘのグラフを考えることを通して，反比例のグラフをかくことができる。
	◎反比例のグラフを明瞭にかこうとしたり，かいたグラフをもとにして，その特徴を調べようとする。
○反比例のグラフをかこうとしたり，その特徴を調べようとする。 
	◎比例のグラフの特徴と対比して，反比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
○反比例のグラフの特徴を見いだすことができる。
	◎反比例のグラフを正確かつ能率的にかいたり，グラフから反比例の式を正しく求めたりすることができる。
○反比例のグラフをかいたり，グラフから反比例の式を求めたりすることができる。 
	◎反比例のグラフの特徴や双曲線について十分に理解している。
○反比例のグラフの特徴や双曲線について理解している。

	３

比例

・

反比例の利用
	１ 比例・反比例の利用
	　比例や反比例の考え方を利用して，身のまわりの問題を解決することができる。
	◎コピー用紙の枚数や体育館の椅子並べなどの身のまわりのことがらを，比例や反比例の考え方を積極的に利用して解決しようとする。
○コピー用紙の枚数や体育館の椅子並べなどの身のまわりのことがらを，比例や反比例の考え方を利用して解決しようとする。
	◎身のまわりの事象から，比例や反比例の関係を見つけたり，身のまわりの事象を，比例，反比例の見方や考え方を通して考え，問題の解決に利用していくことができる。
○身のまわりの事象を，比例，反比例の見方や考え方を通して考え，問題の解決に利用していくことができる。 
	◎身のまわりの事象を，比例，反比例の考え方を用いて正しく表現したり，正確かつ能率的に処理したりすることができる。
○身のまわりの事象を，比例，反比例の考え方を用いて表現したり，処理したりすることができる。 
	◎比例，反比例が事象のどのような場面で用いられているかを十分に理解している。
○比例，反比例が事象のどのような場面で用いられているかを理解している。


評価規準表　１年「５章  平面図形」(未来へひろがる数学)　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１
直線図形と対称
	１  直線と角

	　タイムカプセルの問題を解決することなどを通して，小学校で学習してきた直線や角について，用語・記号を使ってまとめ，平面図形の基礎となる直線と角についての理解を一層深める。
	◎タイムカプセルの問題など，身のまわりの問題の解決に図形の性質が用いられる場合があることに関心を持ち，図形の性質をまとめるのに，垂直や平行，角などの用語・記号を意欲的に使おうとする。
○タイムカプセルの問題を解決しようとし，そこに現れる図形の性質に関する垂直や角などの用語に関心を持つ。
	◎身のまわりにある図形を，直線や角，多角形などとみて，垂直や平行などの図形的関係をとらえることができる。
○身のまわりにある図形を，直線や角，多角形などとみることができる。             
	◎垂直，平行な２直線や，辺の長さや角の大きさが決まっている三角形を，定規やコンパスなどを用いて正確にかくことができる。
○垂直，平行な２直線や，辺の長さや角の大きさが決まっている三角形をかくことができる。
	◎線分，距離，垂直，垂線，平行，正多角形などの用語・記号を理解し，それらの用語・記号を正しく使うことができる。
○線分，距離，垂直，平行，正多角形などの用語・記号を理解している。

	
	２  対称な図形

	　県章や道路標識といった身のまわりにある図形などを折ったりまわしたりする操作を通して，線対称な図形や点対称な図形があることを見いだし，線対称な図形や点対称な図形の性質について理解する。

	◎県章や道路標識を折ったりまわしたりして調べることから，図形の対称性に関心をもち，いろいろな図形を対称性の観点から考察しようとする。
○県章や道路標識を折ったりまわしたりして調べることから，図形の対称性を見つけようとする。

	◎県章や道路標識を，折ったり，

180°まわしたりするなどの操作を通して，重なる図形に着目し，いろいろな図形を対称性の観点から考察することができる。
○県章や道路標識を，折ったり，

180°まわしたりするなどの操作を通して，重なる図形に着目し，図形の対称性を見つけることができる。
	◎どうすれば対称になるかの見通しを持って，線対称な図形や点対称な図形をかいたりつくったりすることができる。
○線対称な図形や点対称な図形をかくことができる。

	◎線対称な図形の性質，点対称な図形の性質を理解し，用語・記号を用いて説明することができる。
○線対称な図形の性質，点対称な図形の性質を理解している。

	２
基本の作図
	１  基本の作図

	　３つの基本作図である垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順を理解し，基本の作図ができる。

	◎定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができるよさに関心を持ち，船の乗り場の問題などの実際の問題を作図によって意欲的に解決しようとする。
○定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線を作図しようとする。
	◎ひし形の対角線の性質が垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の根拠となっていることに気づき，ひし形をかくことにもとづいた作図の手順を理解できる。
○ひし形の対角線の性質が垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の根拠となっていることに気づく。
	◎定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができ，それらを組み合わせたいろいろな作図ができる。
○定規とコンパスだけを使って，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図ができる。
	◎垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順を理解し，説明することができる。
○基本の作図として，垂直二等分線，角の二等分線，垂線の作図の手順を理解している。

	３
円とおうぎ形
	１  円とおうぎ形の性質

	　弧や弦などの円に関する用語や円と直線が接すること，おうぎ形やおうぎ形の合同などについて理解する。
	◎円と直線の交わるようすやおうぎ形の合同などの図形の性質を，進んで明らかにしようとする。
○円と直線の交わるようすやおうぎ形の合同などの図形の性質を明らかにしようとする。
	◎円が線対称な図形であることをもとにして円の接線の性質を導いたり，１つの円で中心角の等しい２つのおうぎ形はぴったりと重なることから合同を導いたりすることができる。
○円が線対称な図形であることをもとにして円の接線の性質が分かり，１つの円で中心角の等しい２つのおうぎ形はぴったりと重なることから合同であることが分かる。
	◎円の接線の性質を使って接線を作図したり，半径と中心角がわかっているおうぎ形を手際よくかいたりできる。
○円の接線の性質を使って接線をかいたり，半径と中心角がわかっているおうぎ形をかいたりできる。
	◎円とおうぎ形についての用語・記号や円と接線の性質，合同の意味などを説明することができる。
○円とおうぎ形についての用語・記号や円と接線の性質，合同の意味などを理解している。

	
	２  円とおうぎ形の計量
	　小学校で学習した円やおうぎ形について，その周の長さと面積を文字を使って公式に表すことができ，その公式を用いて周の長さや面積を求めることができる。           
	◎おうぎ形の弧の長さや面積の公式が導かれる過程に関心を持ち，弧の長さや面積を進んで求めようとする。
○おうぎ形の弧の長さや面積の公式が導かれる過程を理解し，弧の長さや面積を求めようとする。
	◎おうぎ形の弧の長さ，面積の公式を，円全体との比較から導くことができる。
○おうぎ形の弧の長さ，面積の公式が，円全体との比較から導かれることがわかる。
	◎おうぎ形の弧の長さや面積，中心角を，いろいろな場合について求めることができる。 
○基本的なおうぎ形の弧の長さや面積を，公式をもとにして求めることができる。
	◎πの意味や，円，おうぎ形の周の長さと面積の公式の意味を説明することができる。
○πの意味や，円，おうぎ形の周の長さと面積の公式の意味を理解している。

	補助教材
	ｅ　図形の移動
	　平行移動，回転移動，対称移動の意味を理解し，操作などを通して，それらの基本的な性質を見いだし，理解する。
	◎平行移動，回転移動，対称移動に関心を持ち，それらの性質を進んで見いだそうとしたり，ある図形を移動させた図をかこうとする。

○平行移動，回転移動，対称移動に関心を持ち，ある図形を移動させた図をかこうとする。
	◎平行移動，回転移動，対称移動の基本的な性質を見いだしたり，3つの移動を組み合わせて使うとどんな位置にも移すことができることに気づいたりする。

○平行移動，回転移動，対称移動の基本的な性質を，操作などを通して見いだすことができる。
	◎ある図形を3つの移動を組み合わせていろいろな位置に移動させた図をかくことができる。
○ある図形を平行移動，回転移動，対称移動した図をかくことができる。
	◎平行移動，回転移動，対称移動の意味とそれらの基本的な性質を説明することができる。
○平行移動，回転移動，対称移動の意味とそれらの基本的な性質を理解している。


評価規準表　１年「６章  空間図形」(未来へひろがる数学)　　　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１
立体と空間図形

	１  いろいろな立体

	　身近にあるいろいろな立体を観察することを通して，基本的な立体として角柱，円柱，角錐，円錐に分類整理し，展開図や見取図を観察することなどから，基本的な立体についての理解を深める。
	◎身近な立体を，いろいろな視点や方法で操作・観察し，分類整理しようとする。
○身近な立体を観察し，分類整理しようとする。
	◎立体を見取図や展開図で表すことのよさを理解し，それをもとにしていろいろな立体を面の形や全体の形状などの特徴に応じて分類できる。

○立体を見取図や展開図で表し，それをもとにしていろいろな立体を分類できる。
	◎立体の見取図や展開図を正確にかいて，その立体のいろいろな特徴を調べることができる。
○立体の見取図や展開図をかいて，その特徴を調べることができる。
	◎角柱，円柱，角錐，円錐などの用語や立体の見取図，展開図について説明することができる。
○角柱，円柱，角錐，円錐などの用語や立体の見取図，展開図について理解している。

	
	２  空間内の平面と直線

	　鉛筆や下敷きなどを実際に操作したり，立体模型を観察したりすることを通して，空間における平面や直線の位置関係についての理解を深める。

	◎身近にある平面や直線とみられるものを観察したり，具体物を操作したりして，空間における平面や直線の位置関係を進んで明らかにしようとする。
○空間における平面や直線の位置関係を明らかにしようとする。
	◎空間における平面や直線の位置関係を，平面上の２直線の位置関係や立方体の面や辺の位置関係をもとにして調べ，同一平面上にある，ないなどの場合にわけて分類整理することができる。
○空間における平面や直線の位置関係を，平面上の２直線の位置関係や立方体の面や辺の位置関係をもとにして調べ，見いだすことができる。
	◎立体の辺や面について，その位置関係を指摘することができ，さらに鉛筆と下敷きなどを使って一般的な平面や直線の位置関係を表すことができる。
○立体の辺や面について，その位置関係を指摘することができる。        

	◎距離の意味や，空間における平面や直線の位置関係を理解し，説明することができる。
○距離の意味や，空間における平面や直線の位置関係を理解している。

	
	３　面や線を動かしてできる立体

	　平面図形や直線が動いたときにできる立体とその性質について理解する。
	◎立体がどのように構成されているとみることができるか，いろいろな見方で調べようとする。
○立体がどのように構成されているとみることができるか，調べようとする。
	◎いろいろな立体を，線分や平面図形を動かしてできる立体とみることができる。
○立体を，線分や平面図形を動かしてできる立体とみることができる。
	◎平面図形や線分を，ある条件のもとで動かしたときにできる立体の名称を的確に指摘できる。
○平面図形や線分を，ある条件のもとで動かしたときにできる立体の名称を指摘できる。
	◎回転体や回転の軸，母線などの用語について説明することができる。
○回転体や回転の軸，母線などの用語について理解している。

	２
立体の表面積と体積
	１  立体の表面積

	　展開図をもとにして，柱体や錐体の表面積を求めることができる。
	◎立体をどのようにみたり，表したりすれば表面積が考えやすいか，積極的に調べようとする。
○立体をどのようにみたり，表したりすれば表面積が考えやすいか，調べようとする。
	◎立体の表面積を，展開図などを用いて，合同な面や長さの等しくなる線などに着目して考えることができる。

○立体の表面積を，展開図などを用いて，合同な面や長さの等しくなる線などに着目して考えるよさが理解できる。
	◎立体の表面積を，いろいろな場合について求めることができる。 
○立体の表面積を求めることができる。    

	◎表面積，底面積，側面積の用語や角柱，円柱の表面積，角錐，円錐の表面積の求め方を説明することができる。
○表面積，底面積，側面積の用語や角柱，円柱の表面積，角錐，円錐の表面積の求め方を理解している。

	
	２  立体の体積
	　面を平行に動かす見方や水を使った実験などから導かれる柱体や錐体の体積の求め方を理解し，実際に体積を求めることができる。
	◎立体の体積を，どのようにすれば求めることができるか，積極的に調べようとする。
○立体の体積を，どのようにすれば求めることができるか，調べようとする。 
	◎柱体は底面積×高さ，錐体は底面が合同で高さが等しい柱体の１／３など，柱体，錐体で共通な性質に着目することができ，それを使って体積の求め方を導くことができる。
○柱体は底面積×高さ，錐体は底面が合同で高さが等しい柱体の１／３など，柱体，錐体で共通な性質に着目して体積が求められることを理解できる。
	◎回転体なども含めたいろいろな場合について，立体の体積を求めることができる。
○立体の体積を求めることができる。
	◎角柱，円柱の体積，角錐，円錐の体積の求め方を説明することができる。
○角柱，円柱の体積，角錐，円錐の体積の求め方を理解している。

	補助教材
	ｆ　立体の投影図
	　立体の投影図を理解し，立体についての見方や性質を深めることができる。
	◎投影図に関心を持ち，立体を進んで投影図に表そうとする。
○投影図に関心を持ち，立体を投影図に表そうとする。
	◎投影図を立体の性質を表す1つの方法としてみることができ，表された投影図をから立体を考えることができる。
○投影図を立体の性質を表す1つの方法としてみることができる。
	◎いろいろな立体を投影図に表したり，投影図で表された立体の見取図をかいたりすることができる。
○立体を投影図に表したり，投影図で表された立体の名称を答えたりすることができる。
	◎投影図の意味を説明することができる。
○投影図の意味を理解している。

	
	ｇ　球の表面積と体積
	　球の表面積と体積の求め方を理解し，球の表面積と体積を求めることができる。
	◎いろいろな図形の表面積や体積を求めようとする。
○球の表面積や体積を求めようとする。
	◎既習の図形の面積や立体の体積のをもとにして，球の表面積や体積の求め方を考えることができる。
○既習の円錐の体積をもとにして，球の体積が求められることを理解できる。
	◎いろいろな図形の表面積と体積を求めることができる。
○球の表面積と体積を求めることができる。
	◎球の体積の求め方を理解し，表面積と体積の公式の意味を説明することができる。
○球の表面積と体積の公式の意味を理解している。


評価規準表　１年「７章  資料の活用」(未来へひろがる数学)　　　◎十分満足と判断できる規準　　○　おおむね満足と判断できる規準
	節
	項
	項の目標
	観　　点　　別　　学　　習　　状　　況　　の　　評　　価　　規　　準

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数量・図形についての知識・理解

	１
資料の活用

	１  度数分布

	　目的に応じた資料の整理のしかたを理解し，整理した資料から，その傾向を読み取ることができる。
	◎目的に応じて資料を整理しようとしたり，進んで資料の傾向を読み取ろうとしたりする。
○資料を整理しようとしたり，資料の傾向を読み取ろうとしたりする。
	◎目的に応じて，資料の傾向を読み取るのに，ヒストグラムや度数分布多角形，相対度数を用いるよさを理解できる。
○資料の傾向を読み取るのに，ヒストグラムや度数分布多角形，相対度数を用いるよさを理解できる。
	◎目的に応じて，手際よく資料を整理することができ，資料の傾向を読み取り，説明することができる。
○資料を整理することができ，資料の傾向を読み取ることができる。
	◎階級，度数，度数分布表，ヒストグラム，度数分布多角形，相対度数の意味を説明することができる。
○階級，度数，度数分布表，ヒストグラム，度数分布多角形，相対度数の意味を理解している。

	
	２  代表値と散らばり

	　資料の代表値と散らばりについて理解し，資料の分布のようすに応じて適切な代表値を求めることができる。
	◎資料の散らばりを調べようとしたり，資料の分布のようすに応じて適切な代表値を求めたりしようとする。
○資料の散らばりを調べようとしたり，代表値を求めたりしようとする。
	◎２つの資料で，平均値が同じであってもその分布のようすが違うこともあるという見方ができたり，資料の分布のようすに応じて，どの代表値を用いればよいかを考えることができる。

○資料の分布のようすに応じて，どの代表値を用いればよいかを考えることができる。
	◎範囲，平均値，中央値，最頻値を手際よく求めることができる。
○範囲，平均値，中央値，最頻値を求めることができる。
	◎範囲，平均値，中央値，最頻値の意味を説明することができる。
○範囲，平均値，中央値，最頻値の意味を理解している。

	
	３　資料の活用

	　調べたいことがらについて，目的に応じた資料を収集し，これまでに学習した資料の整理の仕方や資料の傾向の読み取り方を活用して，物事を判断したり，説明したりすることができる。
	◎調べたいことがらについて，目的に応じた資料を収集しようとしたり，読みとった資料の傾向を適切にまとめたり，説明しようとしたりする。
○調べたいことがらについて，目的に応じた資料を収集しようとしたり，読みとった資料の傾向を説明しようとしたりする。
	◎目的に応じて，資料の傾向や特徴を読み取り，過去や未来を推測したり，物事を判断したり，他人に分かりやすく説明したりすることができる。
○資料の傾向や特徴を読み取り，物事を判断したり，説明したりすることができる。
	◎目的に応じて，手際よく資料を整理することができ，資料の傾向を読み取り，他人に分かりやすく説明することができる。
○資料を整理することができ，資料の傾向を読み取り，説明することができる。
	◎目的に応じた資料の収集，整理，資料の傾向の読み取り方などの必要性を説明することができる。
○目的に応じた資料の収集，整理，資料の傾向の読み取り方などの必要性を理解している。

	
	４　近似値
	　測定値，近似値，有効数字，誤差の意味を理解し，近似値を有効数字を使って表すことができる。
	◎近似値，有効数字，誤差などに関心を持ち，進んで近似値などを有効数字を使って表そうとする。
○近似値，有効数字，誤差などに関心を持ち，近似値などを有効数字を使って表そうとする。
	◎有効数字を使って表すと，どこまでが信用できる数字かが分かるというよさを説明することができる。
○有効数字を使って表すと，どこまでが信用できる数字かが分かるというよさが理解できる。
	◎ある数値を有効数字を使って表すことができ，有効数字を使って表された近似値が，どの位まで測定したものかを言うことができる。
○ある数値を有効数字を使って表すことができる。
	◎測定値，近似値，有効数字，誤差の意味を説明することができる。
○測定値，近似値，有効数字，誤差の意味を理解している。


